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緊急性を要する患者への早期介入が行えた事例を振 り 返 り 、 診察待ち を している患者の安全 " 安

楽を考え行動をするために必要な外来看護師の役割、 今後の課題について検討 した。 多様の業務が

求め られるなか、 瞬時の関わ り の中でも患者の観察を行い声かけする こ と 、 緊急性を判断 し行動に

繋げる こ と 、 他職種と連携 ・ 協力する こ とが重要である と いえる。 また他施設での外来ラ ウ ン ドナ

ース、 ト リ アージの取 り 組みの報告のあるなか、 当院において も今後一 日約 1 4 0 0 人の外来患者

の安全 岡 安楽に対 し どのよ う に取 り 組んでい く かも重要な課題である。
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I . は じめに :

多臓重との連携

新外来棟が閣設され 2 年目 と なった。 南 2 階外来は、 内科 ， 放射線科の 9 つの診療科が集ま り 、

1 日 平均約 400 人の患者の診癒カf行われている。 受付業務が完全にク ラーク 業秒ゆ行され、 看護

師が受付に立つ機会が減り 、待合室で診療待ち を している患者の様子が把握 しに く い状況になった。

今年度は、 診察待ち を している患者の安全 岡 安楽を考えて行動する こ と を 目標に取 り 組んできた。

今回、 緊急性を要する患者へ早期介入が行えた事例をも と に、 外来看護師の役割、 今後の課題につ

いて検討 したので報告する。

11 . 研究方法

活動計画

① 地域連携 関 他科紹介患者の紹介内容の確認を行い、 患者側静R収集を行 う 。

② 地域連携紹介患者に対 しては、 到着後に備司確認を行 う 。

③ 午前中 2 園、 外来フ ロ アーのラ ウ ン ドとアナウ ンスを行い待合室の患者の状況を観察する。

④ 看護師、 ク ラーク と の合同 ミ ーテ ィ ングを診療開始前に行い、 情報の共有を図る。

方法 : 平成 22 年 4 月 ，..，，9 月診察待ちの患者の 3 事例か ら、 外来看護師の役割と今後の課題を検討す

る。
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倫理的配慮 : 個人が特定できないよ う倫理的配慮を行った。

ill . 事例紹介

事例 1 84 歳男性

病名 : 糖尿病 (イ ンス リ ン療法中) 臨臓癌

定期受診で来院。 使用済みイ ンス リ ン湖樹を処置室へ破棄 しに来た時に、 看護師が顔面、 眼球、

体幹の黄染に気づき医師へ報告。 血液検査で ビ リ ルビン値 24. 8 と上昇、 緊急 CT の結果、 臨臓癌再

発を疑われ緊急入院と なる。

事例 2 70 歳男性

病名 : 肝細胞癌

定期受診で来院。 検体提出に行った看護師が、 中央採血室で採血待ちの A 氏に声をかけた所、 応答

緩慢、 顔色不良であったため外来処置室へ案内。 医師へ報告、 血液検査でカ リ ウム値 6. 8 と 上昇、

血管確保、 心電図モニタ ー装着、 肝不全悪化のため緊急入院。 3 時間後病棟で吐血のため死亡され

る。

事例 3 32 歳女性

病名 : 気管支端息 非定型肺炎 妊娠 8 ヶ月

発熱、 呼吸困難で初診で来院。 受付に到着時、 体調不良の様子を気にかけたク ラークが看護師へ連

絡。 湿性咳激著明、 努力様呼吸あ り 、 医師へ報告。 酸素飽和度 90%で酸素投与開始、 採血、 胸部 レ

ン トゲンの結果、 肺炎疑いで緊急入院と なる。

IV. 考察

事例 1 は、 廃棄物を受け取る一瞬のや り 取 り の聞に、 患者の異常を察知 したケースであった。

南 2 処置室は 10 床のベッ ドか百置され、 採血、 ;首す、 点摘、 処置、 緊急入院な どの患者が多数出入

り する場所である。 1 日 に処置室で行われる採血、 点滴、 注射は平均 25.....35 件、 骨髄穿刺、 腰椎穿

刺、 胸椎穿刺などの処置は 3 件.....5 件、 体調不良で休む患者は 3 人.....5 人である。 そのよ う な中、 看

護師は常に患者の状態を観察 し看護介入を行っている。 また処置室は、 便や尿の検体提出や、 針な

どの廃棄物の提出、 血圧や血糖測定などの管理手帳を受け取 り に来る患者が、 ほんの少 しの間立ち

寄る場所でもある。 十分な時間接する事ができない場合もあるが、 今回のよ う なケースを振 り 返る

と 、 瞬時の中でも患者を観察する こ と 、 またそのスキルを磨 く 事も重要だ と 感 じた。

事例 2 は、 中央採血室の待合で採血待ち を している患者に、 看護師が挨拶を したと こ ろ、 患者の様
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子がいつ も と違う こ と に気づいた。 発見が遅れれば、 採血待ちの聞に急変も あ り えた状況が推j則さ

れる よ う なケースであった。

看護師は、 患者の脇差や検体提出などで院内を移動する こ とが多々ある。 そのよ う な際にも、 患者

の様子に目 を配 り 、 声をかけるなどの対応を行う こ と も重要な役割のひと つと考える。

事例 3 は、 ク ラーク と の連携によ り 診察待ちの患者に対 し、 早期介入がで、きたケースであった。 南

2 受付では、 初診、 予約な し再診患者に対 し、 到着嬬思時に診察待ちが可能かをク ラーク が声をか

け、 必要があれば、 看諦市Iこ連絡する と いった連関柿IJを強化 している。 体調が、 不良な場合は、

診察待ちの聞に処置室で休んでいただける よ う配慮 している。

外来看護師は、 一般患者の診療の補助や処置に加え、 医師や他部門 との交渉、 外部か らの問い合

わせの電話対応、 ク レーム回避など多様の業務を行わなければな ら ない。 また、 患者が来院 してい

る隈られた時間の中で、 効率よ く 、 効果的に看護ケアを提供する こ とが求め られる。

その任務のなかで今回は、 3 つの事例を通 して、 診察待ちの患者に対 し、 苦痛の緩和、 危険の回

避、 処置や緊急入院への活塞な対応を行う事が外来看護師の重要な役割だと再認識 した。

また、 観察する、 声かけする、 判断 し行動する こ と 、 多職種と連携 ・ 協力 をする こ との重要性を

学んだ。

現在、 外来ラ ウ ン ドナース、 ト リ アージな どに取 り組んでいる施設も ある。 当院においても今後

1 日約 1400 人の外来患者の安全 開 安楽に対 し どのよ う に取 り 組んでい く かも重要な課題と いえる。

v.  事詰苦 :

今回の事例を通 して、 瞬時の関わ り の中で外来患者を観察 し、 緊急性を判断する こ と の重要性を

学んだ。 今後も医師や多職種と の連携を深め、 患者の安全 ・ 安楽を考えた医療を提供 していきたい

と 考える。
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